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全国的に新型コロナフィルスの感染拡大が続いていますが、特に最近は、北海

道や大阪、東京で感染者数が増え、重症者が多くなり、病床の確保が困難になる

など医療崩壊につながるのではないかと懸念する声が大きくなっています。 Go 

To Travel や Go To Eat についても制限や見直しが各自治体で検討されています。 

 

そんな中、石川県は、感染者が比較的少ない状況が続いています。これからど

うなるかは分かりませんので、油断はできませんが。 

 そこで、廣澤先生に頼んで、どうして石川県がこんな状況なのか、錦中に感染

者が一人も出ていないのはどうしてか、その理由を生徒に聞いてもらいました。 

 それによると、石川県の人は、むやみに出歩かない、気を付ける所は気を付け

る、守る所は守るという県民性が影響しているのではないかということでした。 

学校については、一番は手洗いを徹底しているからではないかということでし

た。学校内はもとより、家でも、家族を含め手洗いをしっかり行っているという

ことでした。これは、普段から一人一人が健康に気を付けていることの表れであ

り、とても良いことだと思います。 

 ワクチン等での備えができない今、コロナに感染しないためには、そういった

基本的な防止策を徹底するしかありません。 

 

本校の新しい学校生活様式の基本とな

る大切な行動の確認になりますが、 

・今年度の流行語大賞にもなった３密(密 

 閉、密集、密接)を徹底的に避けること 

・人と人との距離の確保 

休み時間中が気になります。もう少し 

意識してほしいと思います。 

・マスクの着用、咳エチケットの実行  

・丁寧な手洗い、消毒の徹底 

・普段から健康管理に気を付けること  

一人一人が気を付け徹底することが、

周りのみんなを守ることになります。  

 

また、感染した人達が心ない言葉をか

けられたり、扱いをされたりしていると

いう事例が全国各地で起きています。 

どんなに気を付けていても、感染する

可能性はありますので、感染した人が悪

いということではありません。 

明日、１２月４日から人権週間になり

ますので、ぜひこうした差別や偏見についてもしっかり考えてみてください。 

みんなで気を付け合い、お互いのことを大事にできる、そんな素敵な学校に

していきましょう。                        才鴈 


